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2009（平成 21)年度 自己点検・評価事項に関する報告 

委員会名／学科名 副学長・ＡＬＯ 報 告 者 副学長 

評 価 領 域 Ⅰ 建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標 

評 価 項 目 
建学の精神、教育理念について/教育目的、教育目標について/定期的な点検に

ついて 

     

 

 

点

検 

・ 

評

価 

報

告 

1.本年度も引き続き、「実学を重んじ、真摯な態度を身に付けた人間を育てる」という 

建学の精神のもと「自立、創造、真摯」という教育理念を現代教養講座の「心の充実」 

という授業で学生たちに伝えてきた。ここでは、本学独自の共通の教科書を作成し、 

これに基づいて各学科の教育目的を加味しながら、建学の精神と教育理念の現代的意 

味を考えさせる授業を展開している。 

2.各学科ともオリエンテーションやガイダンスにおいて建学の精神や教育理念を周知し 

ている。さらに、月一回開催される学科会議で問題のある学生の状況を話し合いなが 

ら、各学科としての教育目的、教育目標を確認している。 

3.本年度は各学科ともカリキュラムの見直しをおこなった。その見直しは建学の精神や 

教育理念の現代的意味を再認識し、教育目的や教育目標の現実を確認しながらおこな 

われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

etc 

1.建学の精神、教育理念、教育目的、教育目標は各学科会議、教授会で学生指導、カリ 

キュラム改正などでの際に日常的に確認されるとともに、その基準となっている。今 

後ともこのような日常的で、実質的な点検を行っていくことが重要であると考えてい 

る。 
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2009（平成 21)年度 自己点検・評価事項に関する報告 

委員会名／学科名 キャリア教養学科 報 告 者 キャリア教養学科長 

評 価 領 域 II 教育の内容 

評 価 項 目 
教育課程について／授業内容・教育方法について／教育改善への努力について

／特記事項 

     

点

検 

・ 

評

価 

報

告 

 

 

・2007 年度に行った生活科学科生活科学専攻との一部カリキュラム統合の見直し行う。 

・「キャリア教養」「ビジネス経営」「オフィス情報」3コースの特徴をそれぞれ明らかに 

するために科目の内容と科目名を見直す。 

・1年次春セメスターで入門のための講義を多く設置し、専門科目での演習との連携を強 

化する。 

・学生の履修上の利便を図るため、時代の変化に伴う情報関係科目の見直しを行った 

（2009 年 7月 7 日 教務委員会）。 

・FD 研究会で高等教育での英語教育のあり方とこれからを模索。 

・インターンシップ実施前後の学内指導と報告会（学部と共同）を行う。 

・「課題研究」と学生指導の連携。 

・テーブル・マナーの講習を和食・洋食ともに行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

etc 

・1 年次春から 2年次秋セメスターまでの連続的学習を目指す。 

・2年次秋セメスターまで集中して学習することを目標とする。 

・受講者の少ない科目は教科課程から削除する。 

・2010 年度から「秘書士（国際秘書）」の資格取得を新たに設置。それに伴い、学則変更 

（「国際秘書概論」の新規追加）および資格を得るための履修規程変更の手続きを行う。 

・「国際秘書概論」以外の新科目は設置しない。 

・2010 年度からの新入生を対象にカリキュラム改正を行う。 
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2009（平成 21)年度 自己点検・評価事項に関する報告 

委員会名／学科名 幼児教育保育学科 報 告 者 幼児教育保育学科長 

評 価 領 域 Ⅱ 教育の内容 

評 価 項 目 教育課程について／授業内容・方法について／授業改善への努力について 

     

 

 

点

検 

・ 

評

価 

報

告 

・本学科の学生は、免許・資格を取得するという目的意識が明確なため、大多数の学生 

が意欲的に勉学に励んでいる。 

・教育職員免許施行規則の一部改正に伴う学則変更として、科目「教職実践演習」から 

「保育・教職実践演習」への変更新設を行った。併せて、科目名称変更等に伴う履修 

規程の一部変更手続きも済ませている。 

・非常勤講師との意見交換の場が少ないと思われる。 

・2009 年度も、就職率がほぼ 100%となり、本学科学生の評価は良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

etc 

・自ら積極的に学ぶという授業の進め方、少数の勉学意欲の少ない学生への意欲を高め 

 る方法など、授業内容、方法について検討したい。 

・学外での評価の良さを維持するため、さらなる検討を進めたい。 

・非常勤講師との意見交換の場を増やすことが必要と思われる。 

・2010 年度 現代教養講座「心の充実」第 11～13 回 において、〈社会との関わり ゆう 

あいピック参加〉を実施する。 
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2009（平成 21)年度 自己点検・評価事項に関する報告 

委員会名／学科名 現代教養講座委員会 報 告 者 現代教養講座委員会委員長 

評 価 領 域 Ⅱ 教育の内容 

評 価 項 目 教育課程について／授業内容・方法について／授業改善への努力について 

     

 

 

点

検 

・ 

評

価 

報

告 

・授業科目の区分「社会と人間」 における授業科目の展開数が少なくなり、学生の選択 

の幅がせばまった。 

・現代教養講座の科目設定は、春・秋セメともに(火・1)と(木・5)に固定されているが、 

今年度は秋セメの(火・1)で「思想と文化」区分に属する授業が配置できなかった。 学 

生の履修に当たっては、 何ら支障はなかったが、 望ましいことではなかった。 

・ FD 委員会を通じて、相互の授業参観による交流が進められた。 

・現代教養講座委員会を開催して、 授業全般の見直しを検討したが、 幅広い教養教育 

のためには、現行の四区分体制が適切だとの結論に達し、そのままそれを継続するこ 

とになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

etc 

・突発的にもしくは不可避的に科日担当者が決定されない場合に対処するためには、授 

業科目の展開に若干の工夫が必要である。 

・既存の授業科目名の追加もしくはその変更が求められる。 

・授業科目の開講数を増やしたい。 

・専任による科目担当数を増やし、また非常動講師によって授業を担当してもらうこと 

にしたい。 
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2009（平成 21)年度 自己点検・評価事項に関する報告 

委員会名／学科名 副学長・ＡＬＯ 報 告 者 副学長 

評 価 領 域 Ⅱ 教育の内容 

評 価 項 目 教育改善の努力について 

     

 

 

点

検 

・ 

評

価 

報

告 

 各学科の教育改善については前述したとおりであるが、本学全体としての FD 活動につ 

いて触れておく。本年度も例年通り FD研究会と「FD 研修（公開授業）」をおこなった。 

1. FD 研究会は、第 1回は「教養英語と文学」（村松俊子教授、9月 17 日）、第 2回は「 

これからの幼児教育について」（山路純子教授、２月 10 日）のテーマでおこなわれた。 

それぞれ 28名の参加があった。 

2. FD 研修（公開授業）については 11月 30 日～12月 11 日までの 2週間おこなわれた。 

研修授業で学んだ点について報告書を副学長に提出し、FD 委員会でまとめをおこな 

い、教授会で報告するというサイクルで実施した。ほとんどの教員が研修をおこなっ 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

etc 

1.2008 年に実施された短期大学基準協会による機関別評価において「研修授業」の実施 

が最終的には個人の改善、改革に任されており、より実効性を高める取り組みが望まれ 

るとの指摘があった。この指摘をうけ、本年度は教授会での報告を事例を含め、丁寧に 

おこなった。今後も FD 研修（公開授業）の個人へのフィードバックを工夫していきた 

い。また、実施時期（本年度は秋セメスター）が固定すると、参観授業も固定するため、 

実施時期の検討が必要である。 

2.FD 研修の内容について法人ならびにステークホルダーとの共有の必要性が議論され、 

印刷物等にすることなどが検討されている。 
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2009（平成 21)年度 自己点検・評価事項に関する報告 

委員会名／学科名 副学長・ＡＬＯ 報 告 者 副学長 

評 価 領 域 Ⅲ 教育の実施体制 

評 価 項 目 教員組織について 

     

 

 

点

検 

・ 

評

価 

報

告 

1.教員の採用、昇格が規程にしたがって実施され、2009 年度よりこれに基づき教育、研 

究がおこなわれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

etc 

1.今後も規程にそって昇格、採用をおこなっていく。 
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2009（平成 21)年度 自己点検・評価事項に関する報告 

委 員 会 名 事務系自己点検・評価実施委員会 報 告 者 施設設備課統括、情報ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ統括 

評 価 領 域 Ⅲ 教育の実施体制 

評 価 項 目 
教育環境について／図書館・学習資源センター等（以下、「図書館等」という。）

について 

     

 

 

点

検 

・ 

評

価 

報

告 

【教育環境について】 

 2009（平成 21）年度は、キャリア教養学科（収容定員 280 名）、幼児教育保育学科（同 

280名）の 2学科収容定員 560名になったため、短期大学設置基準の校舎基準面積が 6,200 

㎡から 4,650 ㎡に変更となり、校地基準面積も 6,800 ㎡から 5,600 ㎡に変更となった。 

 教育環境整備については、現状特に大きな懸案事項はないが、既存施設の修繕等は 

随時行っている。例えば、大学との共有施設である L棟食堂の床が剥がれて歩きにく 

かったため、床を貼りかえて学生生活環境の向上を図った。 

【図書館・学習資源センター等（以下、「図書館等」という。）について】 

 別掲。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

etc 

【教育環境について】 

 前述のとおり、短大の施設には大きな問題はないので、細かな修繕等は発生時に都度 

対応する。 

 2 年毎に行われる「学生満足度調査」で出された学生の要望について、実行可能な事 

案には対応する。 

【図書館・学習資源センター等（以下、「図書館等」という。）について】 

 別掲。 

  

 

 

 

今
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別掲 

【図書館・学習資源センター等（以下「図書館等」という。）について】 

（１）図書館等の概要について、全体の配置図、座席数、年間図書館予算、購入図書等選定システ

ム、図書等廃棄システム、司書数、情報化の進捗状況等を含めて記述して下さい。なお図書館等に

は訪問調査の際にご案内いただきます。 

① 施設（配置図・座席数） 

情報メディアセンターの建物は情報メディアセンター（電算システム部門、メディアセンター（AV

ギャラリー）部門）と情報メディアセンター別館（図書資料部門）からなる。情報メディアセンタ

ー別館（図書資料部門）は、1995（平成 7）年に竣工し、鉄筋コンクリート造地下 1階地上 5階建、

建築面積約 1,763 平方メートル、延床面積約 5,705平方メートルの建物で、そのうち図書資料部門

が利用している面積は 3,874 平方メートルである（施設の概要を下記に示す）。図書収蔵能力は

250,000 冊となっている。閲覧フロアは地下階、2階、3階、共同学習室は地下 1階に 2室、2階と

3階に 1室ずつ設けられ、資料の約 9割が開架に配架されている。 

総延面積：3,874 ㎡（情報メディアセンター別館のみ） 

＜サービス・スペース＞ 

閲覧スペース  ：1,187 ㎡ 

視聴覚スペース ：  397 ㎡ （メディアセンターに設置） 

情報端末スペース：   45 ㎡ 

＜管理スペース＞ 

書庫      ：1,382 ㎡ 

事務スペース  ：  183 ㎡ 

総閲覧座席表  ：  470 席 

＜書架収容力＞ 

                棚板総延長  ：8,280 ㎡ 

配置図については本章末尾の資料 1、2、3に示す。 

 

② 年間図書予算（短大のみ） 

                                                                  （単位：円） 

 2006（平成 18年度） 2007（平成 19年度） 2008（平成 20年度） 2009（平成 21年度） 

図書購入費 9,000,000 8,700,000 7,180,000 5,822,700 

雑誌購入費 4,000,000 4,400,000 4,000,000 3,432,000 

 

③ 購入図書選定について 
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資料の購入に関し、各学部、学科の専門的な図書は教員の希望を取り入れ、学科に依嘱した選書

委員が取り纏めを行って選書、購入している。このため学部や学科のカリキュラム、授業内容に沿

った蔵書内容となっている。学部、学科に属さない分野や教養的色彩の濃い内容の資料については

専任の司書が中心となって選書・購入している。また、学生等からの購入希望を取り入れる希望図

書制度を設けており、随時学生のニーズを反映して資料を購入している。 

④ 図書等廃棄について 

5 年に一度程度、紛失したものについて除籍を行っている。 

⑤ 司書数 

司書は 9人である。（専任職員 4名、非常勤職員 5名） 

⑥ 情報化の進捗状況等 

業務コンピュータを運用開始したのは 1989 年 4 月である。その後 1995 年からインターネットを

利用した OPAC（蔵書検索）サービスの開始、ウェブページによる図書館の情報提供を開始した。

またインターネットを利用したデータベース利用サービスも行っている。 

＜参考資料＞ 10「学校法人常磐大学管理運営規程」参照 

       11「常磐大学情報メディアセンターの組織および運営に関する規程」参照 

       12「常磐大学物件の調達・管理取扱要領」参照 

       13「資料の財産管理上の取扱基準」参照 

       14「常磐大学総合情報センター資料利用規程」参照 

 

（２）図書館に備えられている蔵書数（和書、洋書、学術雑誌数、AV 資料数等）を下表を例に作成して

下さい。 

図書館蔵書数一覧 

平成 21 年 5月 1 日現在 

（大学全学（常磐大学と共同）） 

区 分 和書 洋書 学術雑誌 AV 資料 

冊（種） 230,576 冊 70,903 冊 4,999 種 17,484 点 

 

（３）図書館等には学生が利用できる授業に関連する参考図書、その他学生用の一般図書等は整備さ

れているか。また学生の図書館等の利用は活発かを、図書館等の責任者（図書館長等）が現状をどの

ように捉えているかを記述して下さい。 

① 授業に関連する参考図書及び一般図書の整備 

資料の購入に関し、各学部、学科の専門的な図書は教員の希望を取り入れ、学科に依嘱した選書

委員が取り纏めを行って選書、購入している。このため学部や学科のカリキュラム、授業内容に沿
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った蔵書内容となっている。また、学部、学科に属さない分野や教養的色彩の濃い内容の一般図書

については専任の司書が中心となって選書・購入している。また、学生等からの購入希望を取り入

れる希望図書制度を設けており、随時学生のニーズを反映して資料を購入している。 

② 図書館等利用状況 

本センターの有効活用を目的にオリエンテーション時に図書フロア利用案内を行い、また授業を

利用して、蔵書検索のガイダンスを行っている。 

2008 年度の短大生の利用は 貸出人数：793 名、貸出冊数：1,399 冊である。 

③ 総括 

近年の IT 技術の発達により、レポート等の調査等はインターネット上のコンテンツを利用する

傾向が強くなっている。コンテンツの信頼度を高め、また調査対象に多方面からアプローチするた

めにも、所蔵資料内容の充実を図り、一層授業・研究に密接した図書フロア運営を図る必要がある。 

 

（４）図書館等からの学内外への情報発信、他の図書館等との連携等、現在の図書館活動について、

図書館長等がどのように受け止めているかを記述して下さい。 

① 学内外の情報発信 

インターネットを利用して OPAC 検索サービスが学内外から利用することができる。また、本セ

ンターウェブページより、最新のお知らせ、開館カレンダー、フロアガイド等情報を掲載している。

携帯電話からでも利用できるよう、携帯電話用 OPAC、お知らせ用ウェブページを設置している。 

② 他の図書館との連携 

相互協力業務として他大学図書館、公立図書館、国会図書館等と連携をとっている。2008 年度

の実績として、文献複写依頼：370件、文献複写受付：121 件、図書貸借依頼：60 件、図書貸借受

付：15 件であった。 

③ 現在の図書館活動 

よりよい学習、調査環境を提供するため、卒業論文や試験準備期間を中心に開館時間の延長（平

日 21:00 まで、土日 17:00 まで）を行っている。 

新着の図書をわかりやすくインフォメーションするために新着コーナーを設置し図書利用の促

進、及びデータベース・電子ジャーナルの充実・利用促進を図っている。 

④ 総括 

利用しやすい図書サービスを目指し活動を行ってきたが、今後卒業生や地域住民の方々へのサー

ビスを行っていきたい。また市内の図書館と連携し、新たなサービスを開発するとともに、専門図

書館としての蔵書の充実を図っていきたい。 

 

 




